
令和３年（２０２１年）１1月

九州産交バス㈱、産交バス㈱、熊本電気鉄道㈱、

熊本バス㈱、熊本都市バス㈱
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※利用者数、実車走行キロは令和元年と令和３年の４～８月の実績値の合計■利用者数

■実車走行キロ（旅客輸送のためにバスが運行した距離）

全路線

４方面 全路線

（千人）

1,125万人
839万人

（▲25.4％）

179万km 153万km

（▲14.4％）

1,161万km1,048万km

（▲9.7％）

４方面

247万人 185万人

（▲25.2％）

（千人）

（千ｋｍ） （千ｋｍ）



詳しく知っている

8.1%

多少は知っている

34.4%

共同経営していることは知っている

32.1%

知らない

25.5%

賛同する

61.3%

賛同しない

2.7%

分からない

36.0%

共同経営の取組（ｎ＝483）

賛同する理由（ｎ＝296）

共同経営の認知度（ｎ＝483）
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少し不便になったが、サービスが存続されている

便利さに変化はないが、サービスが維持されている

便利になったため

赤枠内で74.6％



利用できる便数 （ｎ＝398）

ダイヤの分かりやすさ （ｎ＝398）
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■共通定期券の導入
• 複数のバス事業者が運行する路線において、どの会社のバスでも利

用することができる共通定期券（くまモンのＩＣカード）について、
令和４年４月の運用開始を目指し準備を進めている。

■路線バスのデータ公表

• 昨年度に引き続き、10月25日、熊本県地域公共交通協議会にて、路
線バスに関するデータを公表。

• バス事業に対する県民市民の理解を深めるとともに、公共交通の利
用を促進していくため、今後も定期的なデータ公表を予定。

どのバス
会社でも
利用可能

（イメージ）路線バス定期券


